
令和 2年 2学期始業式式辞 

 

 皆さん、おはようございます。 

あっという間の夏休みだったと思いますが、少しだけでも夏休み気分は味わえたでしょ

うか？そして、「当たり前のレベル」は上がりましたか？ 

 

夏休み中、部活動もそれぞれの部活動が好成績をあげていました。また、いつの日

かの勝利を目指して、自身の成長を目指して頑張ってくれていました。大変うれしく思

います。まさに、「頑張れ、姫商生此処にあり」、頼もしく思っています。すぐには表彰

伝達できない状況ですが、適宜頑張った結果を HPにアップしていきたいと思います。 

 

コロナは依然収束する気配はありませんが、この各自が「当たり前のレベル」を上げ

るということは、これからも続きます。一生続きます。よろしくお願いします。 

 

  さて、今日は日本の国歌「君が代」の話をします。 

コロナ禍の今だからこそ、どうしても皆さんには、この話をしなければなりません。 

  

皆さんは、この「君が代」の歌詞の意味を知っていますか。 

 

知っている人いますか。担任の先生方ちょっと聞いてみてください。あとで何人くら

い知っている生徒がいたか聞かせてください。30秒程待ちます。 

 

 どうでしょうか。これ、みんなが知っていたら、今日は話すネタがなくなってしまいます

が、半分以上の人が知らないという前提で話します。 

 

 「君が代は、千代に八千代に さざれ石の巌となりて 苔のむすまで」 

 

 「君が代」の歌詞自体は、８００年以上前の鎌倉時代です。1228年に書き写された 

「和漢朗詠集」という歌集に出ています。 

 

 「君が代は」 からいきます。 

「君」というのは、「あなた」 

「代」は、これ「命」という意味です 

だから、「君が代は」というのは、「あなたの命が」 

という意味なんですね。 

 



 次は、 「千代に八千代に」 

これは、いつまでも、いつまでも長く続きますように・・・という意味です。 

どれくらい長い間か。 

それが次のフレーズの 「さざれ石の巌となりて」 

さざれ石というのは、小さな石のことです。その小さな石が「巌」となりて   

「巌」とは、とても大きな岩のことです。小さな石が、長い年月の風化によって、とても大

きな岩のようになる。とてつもなく長い時間ですが、これで終わりません。さらに時間は

経過します。「苔のむすまで」  その大きな岩に苔が生えるまで。 

もはや、悠久の時間ですね。 

 

あなたの命が、小さな石が大きな岩になり、その大きな岩に苔がむすまで、いつまで

もいつまでも健康でながらえますように・・・ 

 

という意味です。各国にも当然国歌はありますが、こんな平和的な国歌はありません。 

 

もっと昔の和歌集にも、「古今和歌集」というものがあります。905 年に作られた皆さ

んもよく知っている歌集ですよね。そこにも、ほぼ同じ意味の歌があります。 

 

わが君は、千代に八千代に、さざれ石の巌となりて、苔のむすまで 

題しらず、詠み人しらず 

 

わが君は・・・。 

君が代が、わが君は になっています。これは、大切なあなたという意味です。 

 

私の大切なあなたの命が、いつまでもいつまでも健康でながらえますように。 

 

これは、女性から大切な思いをはせる人に送った恋文、ラブレターです。とてもロマン

ティックな歌です 

 

二つの歌に込められた共通のキーワードは、「相手を思いやる」という尊い気持ちで

す。これが、国歌「君が代」の意味、そして、日本人が大切にしてきた心です。 

 そして、これはあまり知られていないのですが、「君が代」は世界最古の国歌として、

あのイギリスのギネスブックにも認定されています。 

 

世界最古の国歌は、日本の君が代である。その歌詞は、9世紀に始まる。 

 



 令和 2年の世界は、そして日本は、残念ながら危機に瀕しています。 

なんとか力を合わせてこれを乗り越えていかなければなりません。 

 

しかし、現実の世界でも、SNS上でも、誰かのせいにすることが蔓延しています 

さらには、「自粛」を求められる中、自分勝手に関係なく、夜な夜な町に繰り出す人もい

ます。残念ながら、高校生も例外ではない。夏休み中、USJ に詰めかけたたくさんの高

校生もいると報道で聞きました。その一方で、「自粛」しながら、自分の進路に向けて、

勉強や部活動に励んだ高校生もいる。 

 

これらの高校生は何が違うのでしょうか。それは、「人や相手を思いやる心」、「日本

を思いやる心」があるかないかだと私は思います。SNS 上にも、わざわざ遊園地、歓楽

街等に行ったことを自分でアップして、他人の不安をあおる行為も全国で見受けられ

ます。 

 

なぜ、そのような SNS を見て、不安になるのでしょうか。それは、自分は「自粛」して

いても、周りの誰かが繰り出せば、自分も感染するかもしれない。大切な試験や、試合

を控えている人にとっては、それはとても不安なことだと思います。 

 

 私が今日、式辞にこの国歌「君が代」の話を出したのは、そういうことです。 

皆さんは大丈夫と信じています。 

そして、将来本校で学んで、力をつけた皆さんが、日本の皆さんの生活が、いつまで

も豊かで幸せに満ちたものでありますように私たち教職員は心から祈っています。 

 

今日から 2学期が始まります。 

これからも、日本人が大切にしてきた「相手を、人を思いやる気持ち」を大切にして

いきましょう。そして、この状況を乗り越えこえていきましょう。 

 

 これからの、皆さんの「当たり前のレベル向上」と「相手を思いやる気持ち」に期待し

て、私の式辞とします。 

 

  

 

 

 


